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設計委託照査要領（土木）の概要  

注）本概要は、委託者専用の内容です。 

  取り扱いには十分注意願います。  

１   本要領の目的 

 

    １）成果品の品質向上 

 

          設計成果の良否は、工事の施工性、完成品の出来栄え、その後の維持管理に重    

大な影響を与えることになる。設計委託業務の成果は、最も基礎的でかつ重要な    

要素であることから、成果品の品質向上を図り、正確性を確保するために、本要    

領を活用することにより、設計業務内容の主要事項を的確に把握できるとともに    

迅速な照査が可能となる。 

 

    ２）担当技術者の技術力向上 

 

     官民共に業務量の増大、業務内容の複雑化・多様化が進む一方で、担当技術者    

の負担増や技術力の低下が懸念されており、本要領を活用することを通して、受    

託者の照査状況や委託者による業務進捗状況の把握が可能になるとともに、当該    

設計に係わる適用基準や主要事項の再確認等、技術者の技術力向上の機会になる。 

 

    ３）基本事項の統一による照査の効率化 

    

          国土交通省（Ｈ７．１１～）や東京都建設局（Ｈ１０．５～）等の発注機関で    

は、本要領と同様な照査を受託者に義務づけており、基本的照査事項の統一によ    

り照査の効率化を図ることが可能となる。 

 

２   本要領の特徴 

 

  １）設計の自由度の尊重 

  

         設計の自由度を尊重するため、設計マニュアル（基準）的なものでなく、設計     
の基本に関する事項を体系的に記載し、各事項に対応する照査の完了を一目で把    

握できるものとしている。したがって、照査手段、諸基準等との関連をはじめと    

する具体的な照査内容については受託者の判断によるものとなる。 

 

    ２）段階的照査の実施による業務推進の円滑化 

 

          業務の段階毎（基本条件の照査、詳細条件の照査、成果品の照査）に、受託者 
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    が照査項目一覧表等により、委託者に対して照査過程等を報告することを手続き    

として標準化しており、これにより、委託者からの与条件の取り違い等が発見し    

やすくなり、条件設定ミス等による業務の手戻り発生を防止することができる。 

 

３   本要領の適用 

 

         本要領は、交通局が委託する土木工事に係る設計に適用し、原則として基本、実

施設計ともに適用する。 

 

４   内容の構成 

 

      本要領の構成は、以下に示す内容で構成されている。 

 

    ①  照査フローチャート （委託者、受託者の双方が利用） 

    ②  委託前確認項目一覧表（委託者が作成し独自に保管） 

    ③  照査項目一覧表      （受託者が作成し委託者に提出）３段階の照査・報告  

    ④  設計調書             （    〃         ）  

 

    １）照査フローチャート 

 

          設計委託業務の起案から完了までの流れを、照査の観点から整理したものであ    

り、受託者が実施する照査の主要な区切りと委託者・受託者双方の照査との関連    

を明示したものである。 

          なお、破線の囲みは、委託前確認を行う監督員予定者及び原則として受託者の    

照査の報告等に立会う監督員を示す。 

 

    ２）委託前確認項目一覧表 

 

     特記仕様書に明示すべき事項、打ち合わせで指示すべき事項を中心とし、設計    

条件となるような基本的事項を一覧表にしたものであり、委託者（担当者）が設    

計業務委託前の段階で作成し、独自に保管するものである。 

     作成の手順は以下のとおりとする。 

     ①  業務内容から判断して照査項目・内容を設定する。 

     ②  資料の準備又は設計条件の決定を完了した項目について「確認欄」に○印      

及び日付を記入する。 

     ③  設計書決裁時に本一覧表及び準備した具体的設計条件等を担当者が課長代

理・課長に説明し、確認を受ける。（確認印） 

     （委託者として基本的設計条件等を確定することにより、的確な指示等が可能      

となり業務の手戻りを防止できる。） 

－２－ 
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    ３）照査項目一覧表 

 

          照査フローチャートにしたがって、設計の主要な区切り毎に受託者が実施すべ    

き基本的照査項目を一覧表に整理したものである。作成は主要な区切り毎（３段    

階）に行うものとし、作成の手順は以下のとおりとする。 

          ①   業務内容から判断して照査項目・内容を設定する。 

          ②   照査を完了した項目について「照査欄」に○印及び日付を記入する。 

          ③   適用した基準・資料等があれば「備考欄」に記入する。 

          ④   照査技術者及び主任技術者の確認を受ける。（確認印）              

          ⑤   委託者に提出し、照査状況の報告を行う。                        

          また、上記⑤の提出に際しては、必要に応じて、備考欄に記載された資料、各    

種検討書等を別添資料として添付するものとする。 

          委託者は、提出された照査項目一覧表を手元において、報告を受けた項目毎に    

赤印チェックをつけることになどにより、照査状況を的確に把握するものとする。    

赤印の記入等を行った（委託者のチェック、コメント等を付加した）一覧表は、    

受託者に返却せず、委託者において業務完了まで保管する。 

          なお、一覧表は２部提出とし、該当対象項目の全ての確認が完了した後、委託    

者の確認欄に捺印し、１部を受託者へ返却する。 

 

  ４）設計調書 

 

     業務の成果のうち主要な設計諸元、使用材料、応力計算等について取りまとめ、    

受託者が委託者に提出する。必要に応じて、各照査段階においても有効活用を図    

るものとする。 

 

５   用語の定義 

 

    １）照査 

 

          受託者が設計業務の完了までに行う、設計条件、設計の考え方、構造細目等の    

チェック及び技術計算等の検算であり、本照査要領に記載された照査項目は標準    

的と判断する設計の基本事項で、参考としてである。 

 

    ２）照査状況の把握 

 

          監督員が設計業務の完了までに行う、業務履行状況の把握の一部であり、業務    

打合せ等を通して、条件の明確化、疑義を正す等により適切な成果品を求めるこ    

とが重要である。 

          なお、監督員が成果品の品質についての適否を判断するものではないので留意 

－３－ 



 

- 6 - 

    する必要がある。 

 

６   その他記載等にあたっての留意事項 

 

    １）   各照査段階において、照査内容が未定であったり、一度で確認が済まない場合    

や条件決定が順不同となる場合は、確認が済んだ事項に○印と日付を記入し、未    

確認の事項が明確になるように徹底すること。 

 

    ２）   照査項目の中に複数の確認事項がある場合（例えば関係機関協議が複数ある場    

合）は、必ず備考欄又は別紙を用いて確認済み項目が解るようにすること。 

 

    ３） 照査内容の項目が漠然としており、委託者の認識と異なるおそれがあると判断    

する場合は、備考欄等を用いて具体的な確認項目を明示すること。 

 

    ４） 設計調書等は、Ａ４判では記入困難な場合は、Ａ３判に拡大して記入すること。 
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照査フローチャート 

                                                         
 （委託者） （受託者） 

                                               
 総括監督員 

主任監督員 

担当監督員    
予定者 

                                                                                             
 →  設計委託時の確認  → 起  案  

     委託前確認項目一覧表作成 

                                
  契    約                                                     

 ↓                                                        
  現地踏査                                                     
 主任監督員 

担当監督員 

 ↓                  作業①                                 
  → 条件等指示  条件等打合せ  照査計画の策定    ← 照査技術者    

 ↓                                  照査計画書提出 

設計計画 

 ↓                                 作業② 

                                             照 査 ①  基本条件の照査    ← 照査技術者   
 総括監督員 

主任監督員 

担当監督員 

 ↓                                  照査項目一覧表             
 → 照査状況の確認 → 報告①（基本条件照査項目一覧表）  

 ↓ 

                            一般図等作成  

 ↓                                 作業③ 

               照 査 ②  詳細条件の照査    ← 照査技術者 

 ↓                 照査項目一覧表、設計調書 

 主任監督員 

担当監督員 

 → 照査状況の確認 → 報告②（詳細条件照査項目一覧表、設計調書）  

 ↓ 

                 
                                     

数量計算書、設計計算書、詳細図、

施工計画書等作成 

            
                                      

 ↓                 作業④ 

   照 査 ③   成果品の照査     ← 照査技術者   
                                                                    照査項目一覧表、設計調書 

                                                                    作業⑤ 

 照査報告書作成  設計調書の作成    ← 照査技術者  

 主任監督員 

担当監督員 

 ↓（照査①～③、設計調書を含む）                           
→  照査状況の確認 → 報告③（成果品照査項目一覧表、設計調書、 

     照査報告書） 

 

                  
 ↓ 

                                           全ての照査項目を確認後、報告①～③で受領した 

照査項目一覧表に捺印し、受託者に１部返却 

 ↓ 

成果品提出・検査                                               
 
 注記 １ 照査・報告の時期は、打ち合わせ時に監督員と協議の上決定する。                                     
    ２ 照査②の段階から、設計調書の有効活用を図る。 
    ３ 仮設構造物等設計においては、基本条件の照査は照査②に該当する。 

    ４ 二重線の囲みは、受託者が実施する照査関連事項。 

－５－ 



 

 

 

 

 

 

委 託 前 確 認 項 目 一 覧 表                              

 

 

 

 

 

                                                                               

件   名：                      

                                                                                                                             
 

委 託 者 名     ：東京都交通局建設工務部○○課        

                                                                                                                             
 

確 認 日     ：     年   月   日            

 

                                                                                                                          

確  認  印 

課 長       課 長 代 理  担 当 者      
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委託前確認項目一覧表  

記入例  

 

項目  内容  確認  備考  

設計の目的、 

主旨 

 

設計の範囲、 

内容、数量、  

施行期間等 

 

 

 

設計条件 

 

 

 

 

貸与資料 

 

 

 

関係機関との

協議等 

 

 

 

成果品 

 

 

その他  

・設計の目的、主旨は理解したか 

・関連する他の事業等はあるか 

 

・設計の範囲は決定してるか 

・設計の内容、数量は決定してるか 

・設計の施行期間は決定してるか 

・工事発注時期は決定してるか 

 

・適用基準類は明確になってるか 

・駅施設等支障物は把握したか 

・ＥＶ、ＥＳ本体の概要（寸法等） 

は把握したか 

 

・地質調査報告書はあるか 

・測量成果報告書はあるか 

・その他必要な資料はあるか 

 

・駅との調整は済んでるか 

・自治体との調整は済んでるか 

・地元、地権者との調整は済んでる

か 

 

・成果品の種類・部数等は明確にな

ってるか 
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設 計  委  託  照  査  要  領  （土  木）  

（受託者用）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３１年４月  

 

 

東 京 都 交 通 局                            

 

 

－８－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

基 本 条 件 照 査 項 目 一 覧 表                               

 

 

 

 

 

件    名：                      

 

 

 

委 託 者 名     ：東京都交通局建設工務部○○課        

 

 

 

受 託 者 名     ：                       

 

 

 

照査報告日：    年   月   日            

 

 

                                                                                 

                    委託者印                                受託者印 

総 括 監 督 員      主 任 監 督 員      担 当 監 督 員       照 査 技 術 者      主 任 技 術 者      
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基本条件照査項目一覧表  

記入例  

 

項目  内容  確認  備考  

設計の目的、 

主旨、範囲等 

 

 

 

設計条件 

 

 

 

貸与資料 

 

 

現地踏査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他  

・設計の目的、主旨、範囲等は理解

したか 

・設計の主な項目、工程等について

具体的内容を把握したか 

 

・設計条件を把握したか 

・ＥＶ、ＥＳ本体の概要（寸法等）

は把握したか 

 

・必要な資料は揃ってるか 

 

 

・現地状況（乗客流動等）を確認し

たか 

・周辺構造物との関係を把握したか 

・環境状況（振動、騒音等）を把握

したか 

・駅構内支障物、地下埋設物等の位

置、形状等を把握したか 

・地質状況（地下水位等）を把握し

たか 

・貸与資料と現地の相違はないか 

 

・施工を考慮した構造となってるか  

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１０－ 

 



 

 

 

 

 

詳 細 条 件 照 査 項 目 一 覧 表                                 

 

 

 

 

 

件    名：                        

 

 

 

委 託 者 名     ：東京都交通局建設工務部○○課          

 

 

 

受 託 者 名     ：                         

 

 

 

照査報告日：     年   月   日              

 

 

                                                                                 

                   委託者印                               受託者印 

総 括 監 督 員      主 任 監 督 員      担 当 監 督 員       照 査 技 術 者      主 任 技 術 者      
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詳細条件照査項目一覧表  

記入例  

 

項目  内容  確認  備考  

施工計画 

 

 

 

 

 

設計計算 

 

 

 

 

 

数量計算 

 

 

使用材料 

 

 

 

 

仮設構造物 

 

 

 

 

 

 

 

その他 

 

・施工を考慮した計画になってるか 

・乗客及び電車運行の安全を考慮し

た計画になってるか 

・階段等工事中は供用できるような

計画になってるか 

 

・設計荷重、土圧等は適正か 

・応力計算時の常時、地震時の選択

は適正か 

・配筋に対するチェックはされてる

か 

 

・数量算出指針に基づいてるか 

 

 

・ＪＩＳ、ＪＡＳ規格品又は同等品

を使用してるか 

・材質、強度等の確認を行ったか 

 

 

・本体構造物との離れ等の位置関係

は適正か 

・設計荷重は適正か 

・土留の根入れ深さは適正か（土質

条件、水の影響） 

・近接構造物等への影響を考慮する

必要はあるか 

 

・ＥＶ、ＥＳ本体との整合は取れて

るか  

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１２－ 

 



 

 

 

 

 

成 果 品 照 査 項 目 一 覧 表                               

 

 

 

 

 

件    名：                      

 

 

 

委 託 者 名     ：東京都交通局建設工務部○○課        

 

 

 

受 託 者 名     ：                       

 

 

 

照査報告日：    年   月   日            

 

 

                                                                                 

                   委託者印                                受託者印 

総 括 監 督 員      主 任 監 督 員      担 当 監 督 員       照 査 技 術 者      主 任 技 術 者      

     

                                                                           
                                                                                                             

 

 

 

 

－１３－ 



 

 

成果品照査項目一覧表  

記入例  

 

項目  内容  確認  備考  

設計計算書 

 

 

電算機による

構造解析 

 

 

 

 

 

 

 

設計図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・打ち合わせ事項は反映されてるか 

・許容応力度の取り方は正しいか 

 

・構造モデルと実際の構造系は合致

してるか 

・入力データの算出根拠は明記され

てるか 

・出力データの読み取り方法を具体

的に説明してるか 

・利用したプログラム名とその会社

名は明記されてるか 

 

・打ち合わせ事項は反映されてるか 

・設計委託標準仕様書の設計図作成

要領と整合してるか 

・一般図には必要項目が記載されて

るか 

・構造物の基本寸法、高さ関係は照

合されてるか 

・構造詳細は適用基準及び標準構造

と整合してるか 

・各設計図がお互いに整合してるか 

・設計計算書の結果が正しく図面に

反映されてるか（特に応力計算書、

安定計算書等の結果が適用範囲を

含めて整合してるか） 

  ○壁厚 

  ○鉄筋（径、ピッチ、使用材料、

ラップ位置、ラップ長、

かぶり、圧接位置等） 

  ○鋼材形状、寸法  

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１４－ 

 



 

 

項目  内容  確認  備考  

数量計算書 

 

・数量算出指針と整合してるか 

・数量計算に用いた寸法・数値は図

面と整合してるか 

・数量計算の根拠となる資料（根拠

図等）は作成されてるか 

・数量総括表が正しく整理されてる

か 

 

 

 

 

 

 

  

－１５－ 



 

 

構造物設計調書（その１）  

 ※書式等は受託者の任意による。  

１ 一般事項                                                             

 

件  名      
   

   

   

   
   
   

名 称   

場 所   

部署名   

受託者名   

照査・主任技術者名   

設計年月日       年   月   日  

                                                                        

２  設計条件                                                                   
 

 

 

基本構造  

構造形式   

総延長     Ｌ＝     

縦断勾配    ｉ＝     

設計土被り    Ｈ Ｄ  ＝          

地下水位    Ｈ Ｗ  ＝     

単位重量      γ＝     

基礎工  形式   

杭種・杭径   

 

 

支持地盤  

土質   

Ｎ値      Ｎ＝  

単位重量      γ＝     

内部摩擦角      φ＝     

粘着力      Ｃ＝     

許容支持力      Ｑ＝     

使用材料  コンクリート   設計基準強度δ ｃｋ  ＝       

鉄筋   

                                                                              
 

 

 

 

 

－１６－ 



 

 

構造物設計調書（その２）  

 ※書式等は受託者の任意による。  

３ 形状寸法データ                                                  

 

 

 

 

    

  ①              ｍ    ⑥              ｍ     
   

   

   

   
   

  ②              ｍ    ⑦              ｍ  

  ③              ｍ    ⑧              ｍ  

  ④              ｍ    ⑨              ｍ  

  ⑤              ｍ    ⑩              ｍ  

 Ｈ１              ｍ   Ｈ２              ｍ  

                                                          
 

 

 

 

 

 

－１７－ 
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構造物設計調書（その３） 

４ 部材応力度  ※書式等は受託者の任意による。 

 

－
１
８
－

 

 
 
 
 
    

     概 要 図 

寸法図 設計位置図 

 

 

 

部 材 頂版 側壁 底版 

設計位置 ① ②  ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦  

断面図          

断
面
力 

   Ｍ （単位）          

   Ｎ           

   Ｓ           

鉄
筋
量 

 必 要           

 最 小           

 設 計           

 鉄筋径           

 間 隔           

 かぶり           

 

応

力

度 

設
計
値 

 δｃ           

 δｓ           

 γ0           

許
容
値 

 δca           

 δsa           

 γ0a           

設計計算書・頁          

設計図・番号          
 



 

 

 

 

仮設構造物設計調書（その１） 

 ※書式等は受託者の任意による。 

 

 業者名  

 施工箇所  

 構造物名  照査技術者  

 受託者名  主任技術者  

 作成年月日    

 

           設計調書は、類似構造物（同条件、同タイプ）のうち代表的なものについて記入する。 

 

 構造物名 代表名 類似構造物 

  （断面図）        （ボーリング図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 層厚 Ｎ γ φ 種類  

Ⅰ      

Ⅱ      

Ⅲ      

Ⅳ      

Ⅴ      

Ⅵ      

 Ⅶ      

                                                  （注）１．土の種類は次の通り。 

                                                           ①砂質土 

                                                           ②粘性土 Ｎ＞５ 

                                                           ③粘性土 Ｎ≦５ 

                                                       ２．ボーリング図の出典を記入 

                                                      すること。 

                                                  ３．水位を明示すること。 

                                                   ４．設計地盤面を明示すること。 

 

                                  
 

（平面図） 

－１９－ 



 

 

仮設構造物設計調書（その２） 

 ※書式等は受託者の任意による。 

（土留工・支保工） 

                                                                            

 

項  目 

設計結果  

備  考 
計算値 使用値 

 

 

 

 

土

留

工 

 

 

親

杭

方

式 

 

土

留

杭 

根入長    

断面寸法   

応力度   

支持力   

最大変位   

土

留

板 

断面寸法   

応力度   

   

 鋼 

 矢 

 板 

 方 

 式 

根入長   

断面寸法   

応力度   

最大変位   

   

 

 

 

 

 

支

保

工 

腹○ 

起段 

し目 

間隔    

断面寸法   

応力度及び安全度   

切○ 

梁段 

  目 

間隔   

断面寸法   

応力度及び安全度   

グ 

ラ 

ン 

ド 

ア 

ン○ 

カ段 

ー目 

間隔   

傾角   

緊張力   

自由長   

定着長   

使用材料   

   

   

 中 

 間 

 杭 

間隔   

断面寸法   

支持力   

（特記事項） 

－２０－ 



 

 

 

 

仮設構造物設計調書（その２） 

 ※書式等は受託者の任意による。 

（路面覆工） 

                                                                           

 

項  目 

設計結果  

備  考 
計算値 使用値 

 

 

 

 

 

路

面

覆

工 

設計荷重（対象車両）    

幅員   

支間    

覆工板寸法   

受

桁 

断面寸法   

応力度   

たわみ   

桁

受

け 

断面寸法   

応力度   

   

支

持

杭 

断面寸法   

応力度   

支持力   

中

間

杭 

断面寸法   

応力度   

支持力   

（特記事項） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－２１－ 



 

 

 

 総括監督員 主任監督員 担当監督員 

   

  文書番号 

（工事番号） 

  

 

 

照 査 報 告 書                     

 

                                                                ○○年○○月○○日 

 （発注者あて）   殿 

 

                                                           住所 

                                                   受託者 

                                                           氏名                     印 

                                                                 法人の場合は名称及び 

                                 代表者の氏名 

 

 

 下記委託設計において、照査技術者による照査を実施したので報告します。 

文書番号 

（契約番号） 
 

委託件名  

契約金額 
 ￥ 

  （うち取引に係る消費税及び地方消費税の額 ￥        ） 

契約年月日   ○○年○○月○○日 

履行期限   ○○年○○月○○日 

主任技術者名  

照査技術者名  

備  考  

 

－２２－ 
 


